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経
研
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五
十
巻
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（
二
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一
四
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月
）

（
一
三
一
八
）

一　

は
じ
め
に

一
七
二
三
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
カ
ー
コ
ー
ル
デ
ィ
に
誕
生
し
た
ス
ミ
ス
は
、
七
歳
で
カ
ー
コ
ー
ル
デ
ィ
の
市
立
学
校
に
入
学
し
た

が
、
同
校
を
卒
業
す
る
と
ス
ミ
ス
は
一
四
歳
で
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
に
入
学
し
た
。
当
時
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
は
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
、
セ
ン

ト
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ズ
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
の
四
つ
の
大
学
が
あ
っ
た
が
、
ス
ミ
ス
が
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
を
選
ん
だ
理
由
は
明
ら

か
で
は
な
い
。
親
戚
が
い
た
か
ら
だ
と
か
、
ス
ネ
ル
奨
学
金
を
得
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
留
学
で
き
る
可
能
性
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
か
、
様
々
な
推
測
が
あ
る
が
、
一
七
〇
七
年
の
合
邦
後
、
ア
メ
リ
カ
植
民
地
や
西
イ
ン
ド
諸
島
と
の
貿
易
で
急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ
っ

た
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
の
町
と
、
そ
の
大
学
の
活
気
に
魅
力
を
感
じ
た
の
か
も
知
れ
な
い
（
1
）

。

た
と
え
ば
ラ
フ
ァ
エ
ル
は
、
ス
ミ
ス
が
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
に
進
学
し
た
理
由
は
「
恐
ら
く
は
…
…
ス
ミ
ス
が
後
年
そ
う
す
る
こ
と
に

な
っ
た
よ
う
に
、
ス
ネ
ル
奨
学
金
を
得
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
ベ
リ
オ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
に
進
学
す
る
機
会
が
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
に
あ
る

か
ら
で
あ
っ
た
（
2
）

」
と
言
っ
て
い
る
。
ス
ミ
ス
が
入
学
し
た
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
の
状
況
は
と
言
え
ば
、「
ス
ミ
ス
の
時
代
に
は
、
学
生
は
全

部
で
三
百
人
に
す
ぎ
な
い
（
3
）

」
地
方
の
貧
乏
大
学
で
あ
っ
た
。
だ
が
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
は
、
経
済
と
産
業
に
直
結
し
た
新
し
い
学
問
を
つ
く

り
上
げ
て
い
こ
う
と
言
う
、
潑
剌
と
し
た
知
的
雰
囲
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

さ
て
一
七
四
〇
年
に
は
、
ス
ミ
ス
は
希
望
ど
お
り
ス
ネ
ル
奨
学
金
を
得
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ベ
リ
オ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
に
進
学

し
た
。
し
か
し
肝
心
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
学
問
的
雰
囲
気
は
、
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
沈
滞
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

若
き
情
熱
に
も
え
る
異
国
の
留
学
生
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
言
い
様
の
な
い
不
満
が
募
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
こ
は
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
と
は

違
っ
て
、
教
師
は
怠
惰
で
、
ろ
く
に
授
業
も
行
わ
な
い
有
様
で
、
学
問
的
沈
滞
に
陥
っ
て
い
た
（
4
）

。
も
と
も
と
国
教
会
の
聖
職
者
を
教

八
〇
二



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
（
山
口
）

（
一
三
一
九
）

育
・
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
特
権
的
且
つ
排
他
的
独
占
団
体
で
、
学
問
を
習
得
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
大
学
を
卒

業
す
れ
ば
、
そ
こ
で
習
得
し
た
学
問
や
知
識
が
社
会
で
使
用
価
値
と
し
て
ど
う
役
立
つ
か
と
言
う
こ
と
と
は
無
関
係
に
、
大
学
卒
と
い
う

資
格
で
支
配
階
級
た
る
上
流
社
会
に
入
っ
て
い
く
学
生
を
育
て
る
、
そ
う
い
う
特
権
的
富
裕
大
学
で
あ
る
。
そ
こ
に
一
定
期
間
在
籍
し
卒

業
し
た
と
い
う
資
格
が
も
の
0

0

を
言
う
。
ス
ミ
ス
的
発
想
を
用
い
れ
ば
、
生
産
者
独
占
の
地
位
に
あ
る
大
学
で
あ
る
。
大
学
内
部
で
は
、
こ

れ
ま
た
生
産
者
（
教
師
）
独
占
の
ギ
ル
ド
的
な
構
造
が
支
配
し
て
い
る
（
5
）

。

こ
う
し
た
実
情
を
背
景
に
、
教
師
は
自
ら
の
義
務
を
怠
り
、
ろ
く
な
授
業
も
行
わ
な
い
し
、
そ
の
く
せ
気
位
だ
け
は
人
一
倍
高
く
、
い

わ
ば
特
権
上
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
る
。
学
問
内
容
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
そ
し
て
大
学
制
度
も
特
権
に
守
ら
れ
た
、
聖
職
者
養
成
の
文
字

通
り
古
色
蒼
然
と
し
た
古
い
学
問
体
系
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
の
清
新
な
学
風
を
身
に
つ
け
た
ス
ミ
ス
を
満
足
さ
せ
る

も
の
は
何
一
つ
な
か
っ
た
（
6
）

。
特
権
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
体
質
、
ギ
ル
ド
的
独
占
体
質
の
富
裕
大
学
は
、
独
占
と
保
護
の
機
構
で
あ
る
重

商
主
義
の
体
質
と
同
じ
も
の
を
引
き
ず
っ
て
い
る
と
ス
ミ
ス
の
目
に
映
り
、
実
に
厳
し
い
批
判
を
『
国
富
論
』
の
中
で
浴
び
せ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
実
情
を
踏
ま
え
、
母
校
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
と
比
較
し
な
が
ら
ス
ミ
ス
が
思
い
描

い
た
理
想
と
す
る
大
学
や
学
問
体
系
は
、
一
体
如
何
な
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
ス
ミ
ス
は
、
大
学
の
本
来
の
役
割
を
何
と
考
え
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
大
学
は
何
を
目
指
し
、
制
度
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
の
か
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
ス
ミ
ス
の
考
え
る

学
問
の
真
の
担
い
手
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
人
な
の
か
。
小
論
で
は
、
こ
う
し
た
点
に
関
し
て
ス
ミ
ス
の
、
い
わ
ゆ
る
レ
ッ
セ
・

フ
ェ
ー
ル
（
自
由
放
任
）
の
視
点
を
織
り
込
み
な
が
ら
、
紙
幅
の
許
す
限
り
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

（
1
） 

浜
林
正
夫
・
鈴
木
亮
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』
清
水
書
院
、
一
九
八
九
年
、
二
七
│
八
頁
。
山
崎
怜
「
初
期
ス
ミ
ス
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

八
〇
三
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一
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〇
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ド
」『
研
究
年
報
』
⑥
、
香
川
大
学
経
済
学
部
、
を
参
照
。

（
2
） 

Ｄ
・
Ｄ
・
ラ
フ
ァ
エ
ル
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
哲
学
思
考
』（
久
保
芳
和
訳
）、
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
六
年
、
一
〇
頁
。

（
3
） John R

ae, L
ife of A

d
am

 S
m

ith, w
ith an Introduction “G

uide to John R
ae’s L

ife of A
d

am
 S

m
ith

” by Jacob V
iner, 1977, 

p.50.
Ｊ
・
レ
ー
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
伝
』（
大
内
兵
衛
・
大
内
節
子
訳
）、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
七
年
、
六
三
頁
。

（
4
）R

.H
. C
am
pbell &

 A
.S
. S
kinner, A

d
am

 S
m

ith, 1982, p.24.

Ｒ
・
Ｈ
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
＆
Ａ
・
Ｓ
・
ス
キ
ナ
ー
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』（
久

保
芳
和
訳
）
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
五
九
年
、
二
一
頁
。

（
5
） 

内
田
義
彦
『
経
済
学
史
講
義
』
未
来
社
、
一
九
九
五
年
、
一
一
四
頁
。

（
6
） 

だ
が
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
図
書
館
か
ら
は
実
に
多
く
の
収
穫
を
得
た
。
ス
ミ
ス
の
在
籍
し
た
ベ
リ
オ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
付

属
図
書
館
に
せ
よ
、
ボ
ド
リ
ア
ン
図
書
館
に
せ
よ
、
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
ミ
ス
は
こ
の
時
期
に
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ラ
テ
ン
の
古
典
な
ど
数
多
く

の
書
物
を
読
ん
だ
。「
こ
う
い
う
静
か
な
読
書
の
た
め
に
は
、
ベ
ル
オ
ル
の
環
境
は
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
有
益
で
あ
っ
た
。」（John R

ae, op.cit, p.22.　

邦
訳
、
二
七
頁
。）

二　

グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
の
革
新
性

ス
ミ
ス
の
時
代
、
当
初
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
比
べ
て
産
業
は
遅
れ
、
織
物
工
業
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
大
き
な
打
撃

を
受
け
つ
つ
も
、
次
第
に
近
代
化
が
進
み
、
亜
麻
産
業
が
育
成
さ
れ
、
経
済
的
発
展
も
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
る
状
態
が
出
現
し
た
が
、
そ

れ
は
ま
ず
貿
易
の
成
長
か
ら
始
ま
っ
た
（
1
）

。
そ
の
中
心
は
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
で
あ
り
、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
は
ア
メ
リ
カ
に
最
も
近
い
港
と
し
て
ア
メ
リ

カ
貿
易
に
利
用
さ
れ
る
な
ど
し
た
た
め
前
途
が
開
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
一
七
一
八
年
に
は
、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
市
所
有
の
船
舶
が
初
め
て

大
西
洋
を
越
え
た
。
ま
さ
に
「
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
は
経
済
の
変
化
が
現
わ
れ
、
成
長
し
つ
つ
あ
る
都
市
で
あ
っ
た
（
2
）

。」 八
〇
四



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
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と
レ
ッ
セ
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フ
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ー
ル
（
山
口
）

（
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二
一
）

だ
か
ら
ス
ミ
ス
の
時
代
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
、
時
間
的
場
所
的
な
例
外
は
あ
る
に
し
て
も
、
基
本
的
に
は
、
か
な
り
急
速
な
発
展
過

程
に
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
（
3
）

。
経
済
的
後
進
性
を
も
つ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
、
経
済
的
に
先
行
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
「
追
い
つ
け
追

い
越
せ
」
と
言
う
意
気
込
み
が
漲
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
空
気
の
中
、
自
由
で
進
歩
的
な
思
想
が
台
頭
し
、
封
建
主
義
的
な
思

考
に
反
発
す
る
啓
蒙
主
義
的
態
度
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
（
4
）

。
こ
の
辺
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
と
ス
キ
ナ
ー
は
次
の

よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
は
新
し
い
考
え
方
、
と
く
に
も
っ
と
世
俗
的
で
、
権
威
主
義
的
色
彩
の
薄
い
考
え
方
が
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
に
お
け
る
よ
り
伝
統
的
な
気
質
の
多
く
を
乱
し
始
め
た
中
心
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
あ
る
者
に
と
っ
て
は
、
一
八
世
紀
初
頭
の
グ

ラ
ス
ゴ
ウ
に
お
け
る
展
開
は
、
で
き
る
だ
け
迅
速
か
つ
効
果
的
に
抑
圧
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
不
穏
な
異
端
説
の
き
ざ
し
で
あ
っ
た
。
他

の
者
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
よ
り
自
由
で
啓
発
的
な
思
想
の
徴
候
で
あ
り
、
も
は
や
過
去
の
定
説
に
捉
わ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
（
5
）

」
と
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、「
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
は
ス
ミ
ス
が
入
学
を
許
可
さ
れ
る
ま
で
に
、
い
く
つ
か
の
重
大
な
変
化
│
│
行
政
お

よ
び
学
問
的
雰
囲
気
の
変
化
│
│
を
経
験
し
て
い
た
（
6
）

。」
だ
か
ら
「
ス
ミ
ス
は
…
…
古
い
要
素
と
新
し
い
要
素
を
併
せ
も
つ
、
過
渡
期
の

大
学
に
行
き
当
っ
た
の
で
あ
る
（
7
）

。」
こ
の
頃
既
に
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
に
は
、
学
問
研
究
の
分
野
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た
優
れ
た
教
師

た
ち
が
何
人
か
い
た
。
た
と
え
ば
数
学
教
師
ロ
バ
ー
ト
・
シ
ム
ソ
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
語
教
師
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
・
ダ
ン
ロ
ッ
プ
、
道
徳
哲
学

教
師
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ハ
チ
ス
ン
な
ど
で
あ
る
（
8
）

。

し
か
し
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
最
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
新
思
想
（
9
）

の
指
導
者
ハ
チ
ス
ン
で
あ
る
。
ハ
チ
ス
ン
は
当
時
道

徳
哲
学
を
教
え
て
い
た
が
、
自
由
潑
剌
た
る
雄
弁
と
創
造
性
を
も
っ
て
大
学
内
に
知
的
自
由
を
横
溢
さ
せ
、
ス
ミ
ス
の
学
問
へ
の
関
心
を

高
め
、
五
〇
年
後
に
な
っ
て
も
ス
ミ
ス
に
「
忘
れ
え
ぬ
ハ
チ
ス
ン
」
と
言
わ
し
め
た
ほ
ど
で
あ
る
。
真
に
こ
の
人
ほ
ど
に
、
ス
ミ
ス
の
心

を
よ
び
醒
ま
し
そ
の
思
想
を
方
向
づ
け
た
人
は
、
教
育
者
に
も
著
述
家
に
も
ほ
か
に
は
な
か
っ
た
（
10
）

。「
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
の
教
授
で
、
ラ

八
〇
五
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）

（
一
三
二
二
）

テ
ン
語
で
講
義
す
る
こ
と
を
や
め
て
自
国
語
（
英
語
）
で
や
っ
た
の
は
ハ
チ
ス
ン
が
最
初
で
あ
っ
た
（
11
）

」
し
、
同
僚
の
ギ
リ
シ
ャ
語
教
師
ダ

ン
ロ
ッ
プ
と
共
に
、
ギ
リ
シ
ャ
語
古
典
研
究
を
復
興
し
た
。
ル
ネ
サ
ン
ス
の
イ
タ
リ
ア
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
母
国
語
へ
の
目
覚
め

と
古
典
へ
の
愛
は
、
こ
こ
で
も
近
代
文
化
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

ハ
チ
ス
ン
の
教
師
と
し
て
の
力
量
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
ら
し
く
、
彼
の
影
響
力
は
、
と
く
に
市
民
的
自
由
と
宗
教
的
自
由
と
の
強
調
を

通
じ
て
か
な
り
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
12
）

。
レ
ー
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ハ
チ
ス
ン
の
講
義
は
「
ノ
ー
ト
を
も
た
ず
大
い
に
生
気
潑
剌

と
語
っ
た
。
し
か
し
学
生
を
鼓
舞
し
た
の
は
彼
の
雄
弁
だ
け
で
は
な
く
、
彼
の
思
想
そ
れ
自
体
で
も
あ
っ
た
。
何
事
で
あ
れ
、
彼
の
触
れ

る
も
の
を
一
種
の
新
鮮
さ
と
断
固
た
る
創
意
を
も
っ
て
取
り
扱
っ
た
が
、
そ
れ
は
最
も
愚
鈍
な
も
の
に
で
も
何
事
か
を
考
え
さ
せ
る
に
違

い
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
彼
は
、
そ
れ
を
さ
わ
や
か
な
知
的
自
由
の
精
神
を
も
っ
て
も
扱
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
呼
吸
す
る
こ

と
は
青
年
に
と
っ
て
は
心
の
力
と
も
な
り
生
命
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
（
13
）

。」

ま
た
、
三
代
目
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
ー
伯
を
創
始
者
と
す
る
道
徳
感
学
派
の
代
表
者
で
も
あ
る
ハ
チ
ス
ン
は
、
一
七
二
〇
年
に
、
グ
ラ
ス
ゴ

ウ
大
学
の
道
徳
哲
学
教
授
に
任
命
さ
れ
た
が
、
こ
の
講
座
の
前
任
者
ガ
ー
シ
ョ
ム
・
カ
ー
マ
イ
ケ
ル
の
厳
格
な
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
は

反
対
に
、
宗
教
的
楽
観
主
義
を
も
っ
て
い
て
、
神
は
神
秘
的
な
し
る
し

0

0

0

に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
人
類
の
幸
福
の
た
め
に
存
在

す
る
の
だ
と
考
え
て
い
た
。
換
言
す
れ
ば
、
人
間
に
は
元
来
何
が
善
か
を
探
究
さ
せ
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
さ
せ
う
る
「
道
徳
感
」
と
い
う

感
情
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
「
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
を
も
た
ら
す
行
為
が
最
善
の
も
の
」
と
い
う
、
当
時
の
神
こ
そ
神
聖
に
し
て

最
善
の
も
の
と
い
う
考
え
を
、
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
考
え
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
神
秘
的
な
神
の
奇
跡
を
信
じ
る
こ
と
よ
り
、

人
類
の
幸
福
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
こ
そ
、
神
の
意
志
だ
と
い
う
新
し
い
思
想
を
主
張
し
た
の
だ
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
レ
ー
は
次

の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
ハ
チ
ス
ン
は
新
時
代
に
属
し
て
い
た
。
そ
れ
は
導
き
の
手
を
自
然
の
光
の
う
ち
に
求
め
、
そ
れ
に

八
〇
六



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
（
山
口
）

（
一
三
二
三
）

よ
っ
て
一
八
世
紀
の
善
良
に
し
て
恵
み
深
き
神
を
発
見
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
神
と
は
、
人
類
の
福
祉
の
た
め
に
の
み
生
き
給

う
も
の
で
あ
り
、
神
の
意
志
は
神
秘
的
な
奇
跡
や
摂
理
か
ら
知
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
し
て
、
人
類
の
よ
り
大
き
な
利
益
│
│
最
大

多
数
の
最
大
幸
福
│
│
に
つ
い
て
の
広
汎
な
考
察
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
14
）

」
と
。

ハ
チ
ス
ン
の
こ
の
新
し
い
思
想
に
対
し
て
は
、
一
方
で
進
取
の
気
性
を
も
っ
た
学
生
た
ち
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
が
、
他
方
で
、
当
時

の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
長
老
派
聖
職
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、
気
に
さ
わ
る
我
慢
の
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
法
の
下
に
厳
格
な

処
罰
を
す
べ
き
だ
と
の
非
難
を
受
け
た
。
事
実
ハ
チ
ス
ン
は
、
ス
ミ
ス
が
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
に
入
学
し
た
年
に
「
誤
っ
た
危
険
な
教
理
」

を
教
え
た
か
ど
で
教
会
裁
判
所
に
告
発
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
ハ
チ
ス
ン
の
自
然
神
学
の
講
義
に
参
加
し
た
ら
し
く
（
15
）

、『
道
徳
感

情
論
』
や
『
国
富
論
』
に
見
ら
れ
る
有
名
な
「
見
え
ざ
る
手
」
の
思
想
は
、
こ
の
よ
う
な
ハ
チ
ス
ン
の
神
を
、
さ
ら
に
近
代
化
し
た
も
の

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
経
済
的
自
由
主
義
が
、
重
農
主
義
者
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
る
よ
り
二
〇
年
も
前
の
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
の

教
室
に
、
そ
の
萌
芽
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
驚
く
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
（
16
）

。「
ス
ミ
ス
を
特
徴
づ
け
て
い
る
一
切
の
合
理
的
な
自
由

に
対
す
る
あ
の
深
く
強
い
愛
は
、
ハ
チ
ス
ン
と
の
接
触
に
よ
っ
て
点
火
さ
れ
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
大
い
に
促
進
さ
れ
た
に

相
違
な
い
（
17
）

。」

こ
う
し
て
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
に
は
、
当
時
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
市
の
経
済
的
発
展
に
伴
っ
て
、
知
的
雰
囲
気
と
し
て
は
、
進
歩
的
な
空
気
が

漲
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
で
は
、
産
業
革
命
の
本
格
的
な
開
始
を
前
に
し
て
経
済
と

産
業
に
直
結
し
た
新
し
い
学
問
を
つ
く
り
上
げ
て
い
こ
う
と
す
る
、
意
気
込
み
が
溢
れ
て
い
た
の
だ
（
18
）

。
で
は
次
に
、
ス
ミ
ス
の
留
学
先

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
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三　

名
門
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
学
問
的
沈
滞

一
七
四
〇
年
六
月
、
ス
ミ
ス
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
出
発
し
て
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ベ
リ
オ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
に
向
っ
た
。
後

年
、
彼
が
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
国
境
を
越
え
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
入
っ
た
瞬
間
か
ら
、
彼
は
こ
の

国
が
富
ん
で
い
て
、
自
国
に
比
べ
て
農
業
が
進
歩
し
て
い
る
の
に
驚
嘆
し
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
（
1
）

。「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
農
業
は
、

一
七
四
〇
年
に
は
ロ
ジ
ア
ン
地
方
に
お
い
て
さ
え
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
地
表
は
ど
こ
も
は
だ
か
で
荒
れ
果
て
て
い
た
。

…
…
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
肥
っ
た
牛
に
比
べ
る
と
、
家
畜
さ
え
や
せ
て
貧
相
な
の
で
あ
っ
た
（
2
）

。」
こ
の
よ
う
に
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
経
済
的
格
差
は
著
し
か
っ
た
。

ス
ミ
ス
が
留
学
し
た
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ベ
リ
オ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
に
は
、
当
時
、
一
〇
名
ほ
ど
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
留
学
生

が
在
籍
し
て
い
た
が
、
彼
ら
は
常
に
田
舎
者
扱
い
に
さ
れ
て
い
た
（
3
）

。
キ
ャ
ン
ベ
ル
と
ス
キ
ナ
ー
が
言
う
に
は
、「
ベ
リ
オ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ

は
ス
ミ
ス
の
よ
う
な
関
心
と
気
質
を
も
つ
人
に
は
、
あ
ま
り
適
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
大
学
は
党
派
に
分
か
れ
、
そ
の
一
部
は

ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
で
あ
っ
て
、
浪
費
は
日
常
茶
飯
事
で
あ
っ
た
か
ら
、
五
人
の
ス
ネ
ル
奨
学
生
を
含
む
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
は
、
カ
レ
ッ
ジ

の
約
百
人
の
学
生
全
体
の
中
で
は
、
常
に
特
異
な
、
そ
し
て
し
ば
し
ば
軽
蔑
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
彼
ら
は
社
交
を
避

け
が
ち
で
あ
っ
た
（
4
）

。」

と
こ
ろ
で
経
済
的
水
準
で
は
な
く
、
当
時
の
大
学
の
学
問
水
準
を
比
べ
て
み
る
と
、
一
般
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
大
学
は
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
大
学
に
は
る
か
に
劣
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
と
違
っ
て
、「
こ
こ
に
は
〔
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
│
引
用
者
〕、

精
神
を
刺
激
す
る
シ
ム
ス
ン
も
ハ
チ
ス
ン
も
い
な
か
っ
た
（
5
）

。」
ス
ミ
ス
は
『
国
富
論
』
の
中
で
「
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
大
学
で
は
、
正

八
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教
授
の
大
半
は
、
こ
こ
多
年
に
わ
た
り
、
教
え
る
ふ
り
を
す
る
こ
と
さ
え
、
す
っ
か
り
や
め
て
し
ま
っ
て
い
る
（
6
）

」
と
痛
烈
に
批
判
し
て
い

る
。ま

た
ス
ミ
ス
は
当
時
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
も
述
べ
、
不
快
感
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
近
代
に

お
い
て
、
学
問
の
い
く
つ
か
の
部
門
で
行
わ
れ
て
き
た
進
歩
は
、
そ
の
う
ち
の
い
く
ら
か
は
、
疑
い
も
な
く
大
学
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も

の
だ
が
、
大
部
分
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
大
抵
の
大
学
は
、
そ
う
い
う
進
歩
が
あ
っ
た
後
に
も
、
進
ん
で
そ
れ
を
採
用
し
よ
う
と
さ
え

し
な
か
っ
た
し
、
そ
の
上
、〔
大
学
と
い
う
〕
こ
れ
ら
学
者
社
会
の
い
く
つ
か
は
、
長
い
間
、
聖
域
と
し
て
、
つ
ま
り
打
破
さ
れ
た
体
系

と
古
め
か
し
い
偏
見
と
が
、
大
学
以
外
の
世
界
の
す
み
ず
み
か
ら
も
追
い
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
後
、
そ
こ
に
逃
げ
場
と
庇
護
を
見
い
だ
す

聖
域
と
し
て
留
ま
る
途
を
選
ん
だ
（
7
）

」
と
。
教
師
た
ち
は
昔
の
ま
ま
の
、
少
し
も
改
良
さ
れ
て
い
な
い
伝
統
の
学
科
に
つ
い
て
、「
わ
ず
か

ば
か
り
の
細
切
れ
を
継
ぎ
は
ぎ
し
て
教
え
る
こ
と
に
甘
ん
じ
て
い
た
。
し
か
も
、
こ
ん
な
代
物
で
さ
え
、
彼
ら
は
投
げ
や
り
に
、
う
わ
べ

だ
け
し
か
教
え
な
い
の
が
通
例
で
あ
っ
た
（
8
）

。」

ス
ミ
ス
は
こ
う
し
た
大
学
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
沈
滞
を
主
と
し
て
、
教
師
が
大
学
当
局
の
丸
抱
え
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
そ
の
結

果
、
自
分
の
講
義
を
進
ん
で
受
講
し
て
い
る
学
生
か
ら
、
そ
の
教
師
宛
の
個
別
聴
講
料
を
受
け
取
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る

制
度
自
体
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
よ
う
な
大
き
な
寄
付
財
産
を
抱
え
、
そ
こ
か
ら
の
収
入
で
も
っ
て
教
師
の

給
与
も
十
分
に
賄
っ
て
い
け
る
富
裕
な
名
門
大
学
で
は
、
学
生
か
ら
の
授
業
料
な
ど
は
全
く
当
て
に
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
こ
で
の
教
師

の
労
働
は
、
学
生
の
意
向
や
判
断
に
全
く
依
ら
な
い
と
こ
ろ
で
評
価
さ
れ
、
そ
の
賃
金
を
得
る
（
9
）

。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
は
、
こ
う
し

た
制
度
を
も
っ
て
い
る
と
ス
ミ
ス
の
目
に
映
っ
た
の
で
あ
る
。

彼
の
基
本
的
信
念
は
、
後
に
も
ま
た
触
れ
る
よ
う
に
「
ど
ん
な
職
業
で
も
、
そ
れ
を
や
っ
て
い
る
大
半
の
人
々
の
場
合
に
は
、
努
力
せ

八
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ざ
る
を
得
な
い
必
要
に
比
例
し
て
努
力
す
る
の
が
常
で
あ
る
。
こ
の
必
要
は
、
財
産
を
つ
く
る
に
も
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
日
々
の
収
入
や

暮
し
の
糧
を
得
る
に
も
、
彼
ら
の
職
業
の
報
酬
だ
け
を
財
源
と
す
る
人
々
の
場
合
に
最
大
で
あ
る
（
10
）

」
と
言
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
「
競
争
が
自
由
な
と
こ
ろ
で
は
、
誰
も
が
お
互
い
に
相
手
を
仕
事
か
ら
押
し
の
け
よ
う
と
努
め
て
い
る
競
争
者
た
ち
の
対
抗
関
係

が
あ
る
か
ら
、
各
人
と
も
そ
の
仕
事
を
あ
る
程
度
は
正
確
に
仕
上
げ
よ
う
と
努
力
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
…
…
対
抗
と
競
争
は
、

卑
し
い
職
業
に
お
い
て
さ
え
、
他
に
抜
き
ん
出
る
こ
と
を
野
心
の
目
標
た
ら
し
め
、
し
ば
し
ば
最
大
限
の
努
力
を
ひ
き
起
こ
す
（
11
）

。」

こ
う
し
た
信
念
を
も
つ
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
は
、
教
師
間
に
彼
の
考
え
る
自
由
競
争
を
促
す
理
想
的
な
制
度
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
換
言
す
れ
ば
、
教
師
の
間
に
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
原
理
に
基
づ
く
競
争
を
促
す
制
度
は
、
導
入
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
教
師
た
ち
に
あ
っ
て
は
、
自
ら
の
職
務
に
関
す
る
職
業
倫
理
の
エ
ー
ト
ス
は
微
塵
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

か
っ
た
が
、
エ
ー
ト
ス
の
欠
如
も
ス
ミ
ス
に
お
い
て
は
、
競
争
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
起
因
し
た
。
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
教
育
市
場
に

お
い
て
も
自
由
競
争
の
導
入
あ
る
い
は
競
争
原
理
の
採
用
は
、
最
高
の
品
質
改
善
手
段
で
あ
っ
た
。
し
か
し
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
は
、

こ
の
自
由
競
争
あ
る
い
は
競
争
原
理
が
欠
如
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
は
大
学
の
特
権
の
下
で
、
教
師
た
ち
は
自
分

の
生
産
物
で
あ
る
講
義
の
改
良
努
力
を
怠
り
、
報
酬
を
得
る
代
償
と
し
て
の
労
働
＝
講
義
を
す
る
ふ
り
す
ら
し
な
い
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
た
。
い
わ
ば
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
講
義
や
教
育
は
、
学
生
の
欲
求
な
ど
は
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
の
は
勿
論
の
こ
と
、

世
間
か
ら
分
離
・
孤
立
し
た
旧
態
依
然
と
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
12
）

。

こ
う
し
た
現
実
を
踏
ま
え
、
ス
ミ
ス
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
論
じ
た
文
脈
で
、
大
学
の
学
問
的
停
滞
を
ひ
き
起
こ
す
原
因
を
、

第
一
に
、「
初
期
独
占
団
体
」
と
い
う
大
学
の
特
殊
な
性
格
、
二
番
目
に
、
大
学
の
寄
付
財
産
、
そ
し
て
第
三
に
、
大
学
の
規
律
に
求
め

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
敷
衍
し
よ
う
。
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大
学
で
の
学
問
が
停
滞
す
る
原
因
の
第
一
は
、
初
期
独
占
団
体
と
い
う
大
学
の
性
格
に
よ
る
も
の
だ
と
ス
ミ
ス
は
言
う
。
こ
れ
は
ユ
ニ

ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
の
起
源
か
ら
も
明
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
団
体
を
指
す
本
来
の
ラ
テ
ン
語
の
名
称
で
あ
る
が
、
徒
弟
制
度
に
基

づ
く
同
業
組
合
が
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
当
時
の
大
学
は
こ
の
制
度
に
立
脚
し
て
い
る
。
ス
ミ
ス
の
言
い
分
を

聞
こ
う
。

「
今
日
と
く
に
大
学
（
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
特
殊
な
団
体
が
最
初
に
設
立
さ
れ
た
当
時
に
あ
っ
て
は
、
マ
ス
タ
ー
・

オ
ブ
・
ア
ー
ツ
と
い
う
称
号
を
獲
得
す
る
た
め
に
必
要
な
修
学
年
限
は
、
明
ら
か
に
、
こ
れ
よ
り
も
ず
っ
と
古
く
か
ら
団
体
が
つ
く
ら
れ

て
い
た
普
通
の
職
業
に
お
け
る
徒
弟
修
業
の
年
限
を
見
習
っ
た
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
普
通
の
職
業
に
お
い
て
、
し
か
る
べ
き
資
格

の
あ
る
親
方
（
マ
ス
タ
ー
）
の
も
と
で
七
年
間
仕
事
を
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
親
方
（
マ
ス
タ
ー
）
と
な
っ
て
自
分
の
徒
弟
を
も
つ
資
格
を

得
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
と
同
じ
よ
う
に
、
し
か
る
べ
き
資
格
の
あ
る
先
生
（
マ
ス
タ
ー
）
の
も
と
で
七
年
間
勉
強
し
た
と
い
う
こ
と

が
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
の
場
合
も
、
先
生
（
マ
ス
タ
ー
）、
教
師
ま
た
は
博
士
（
昔
は
こ
の
三
つ
の
言
葉
と
も
同
義
語
で
あ
っ
た
）
と
な
っ
て
、

自
分
の
も
と
で
学
ぶ
学
生
（
ス
カ
ラ
ー
）
ま
た
は
門
弟
（
ア
プ
レ
ン
テ
ィ
ス
）（
同
じ
よ
う
に
こ
の
二
つ
は
も
と
も
と
同
義
語
で
あ
っ
た
）
を
も
つ

資
格
を
得
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
13
）

。」

中
世
に
お
け
る
必
須
の
教
養
科
目
と
し
て
の
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
の
習
慣
は
、
大
学
教
員
と
な
る
た
め
で
は
な
く
、
上
流
社
会
へ
の
登

竜
門
で
も
あ
る
。
世
に
出
よ
う
と
す
る
人
は
、
そ
の
資
格
を
得
る
た
め
に
大
学
に
在
籍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
学
は
、
そ
の
資
格
を

付
与
す
る
「
独
占
団
体
」
と
し
て
、
そ
の
特
権
を
思
う
ま
ま
に
乱
用
し
て
き
た
。「
卒
業
と
い
う
特
権
は
、
多
く
の
国
で
知
的
職
業
に
就

く
殆
ん
ど
の
人
に
と
っ
て
、
つ
ま
り
学
問
的
教
育
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
の
大
多
数
に
と
っ
て
必
須
で
あ
る
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
、

は
な
は
だ
好
都
合
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
特
権
は
公
職
に
あ
る
教
師
の
講
義
に
出
な
い
と
、
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
（
14
）

。」
大
学
卒
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業
者
の
特
権
は
、
徒
弟
条
例
の
場
合
と
同
様
で
あ
り
、
教
育
の
進
歩
に
は
寄
与
し
な
い
。
学
生
に
、
一
方
的
に
教
師
へ
の
服
従
を
強
い
る

だ
け
で
、
教
師
は
資
格
付
与
の
独
占
的
地
位
に
守
ら
れ
て
、
特
権
的
地
位
に
甘
ん
じ
、
努
力
を
怠
る
よ
う
に
な
る
（
15
）

。「
大
学
卒
業
者
の
諸

特
権
が
、
あ
る
大
学
に
何
年
間
か
在
籍
す
る
こ
と
だ
け
で
も
ら
え
る
場
合
に
は
、
教
師
の
値
打
ち
や
評
価
と
関
連
な
し
に
、
必
然
的
に
、

あ
る
数
の
学
生
を
そ
う
い
う
大
学
に
押
し
込
む
こ
と
に
な
る
（
16
）

。」

次
に
、
大
学
の
学
問
的
停
滞
を
引
き
起
こ
す
第
二
の
原
因
で
あ
る
大
学
の
寄
付
財
産
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。「
学
校
や
学
寮
の
寄
付

財
産
は
、
ど
う
し
て
も
、
教
師
た
ち
が
精
を
出
す
必
要
を
多
か
れ
少
な
か
れ
減
ら
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
ら
の
生
計
の
資
は
、

そ
の
俸
給
か
ら
く
る
分
だ
け
は
、
明
ら
か
に
彼
ら
の
特
定
の
職
業
に
お
け
る
成
功
や
評
価
と
全
く
無
関
係
な
基
金
か
ら
出
て
い
る
か
ら
で

あ
る
（
17
）

。」
こ
の
場
合
に
は
、「
教
師
は
彼
の
生
徒
か
ら
一
切
の
謝
礼
金
や
授
業
料
を
受
け
取
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
彼
の
俸
給
が
、

そ
の
職
務
か
ら
得
る
収
入
の
す
べ
て
で
あ
る
。
…
…
誰
だ
っ
て
、
出
来
る
だ
け
の
ん
き
に
暮
す
ほ
う
が
得
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
も
し
何
か
、

ひ
ど
く
骨
の
折
れ
る
義
務
を
果
そ
う
が
果
す
ま
い
が
、
彼
の
報
酬
は
び
た
一
文
変
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
な
ら
、
ま
ず
間
違
い

な
く
彼
の
利
害
関
係
の
お
も
む
く
と
こ
ろ
は
、
…
…
義
務
を
全
く
な
お
ざ
り
に
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
そ
う
ま
で
は
容
赦
し
て
く
れ
そ
う

に
な
い
あ
る
権
威
に
服
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
権
威
が
許
し
そ
う
な
範
囲
で
、
出
来
る
限
り
、
身
を
入
れ
ず
、
お
粗
末
な
や
り
方
で

す
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
（
18
）

」
と
ス
ミ
ス
は
述
べ
る
。
詰
ま
る
と
こ
ろ
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
富
裕
な
大
学
を
支
配
し
て
い
る
学
問
の
沈
滞
は
、

根
本
的
に
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
そ
の
富
の
せ
い
で
あ
る
（
19
）

」、
こ
の
よ
う
に
ス
ミ
ス
は
結
論
を
下
し
た
と
レ
ー
は
語
っ
て
い
る
（
20
）

。

さ
ら
に
学
問
の
停
滞
を
引
き
起
こ
す
第
三
の
原
因
は
、
大
学
の
規
律
に
あ
る
と
見
て
、
ス
ミ
ス
は
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
大
学
の
規

律
と
い
う
も
の
は
、
教
師
の
利
益
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
教
育
や
学
問
の
発
展
や
、
ま
し
て
や
学
生
の
利
益
を
擁
護
す
る
こ

と
な
ど
は
考
え
て
も
い
な
い
。
総
じ
て
、
大
学
の
体
質
と
言
う
も
の
は
、
こ
う
言
う
も
の
で
腐
敗
し
切
っ
て
い
る
。
ス
ミ
ス
自
身
は
次
の
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よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。「
学
寮
や
大
学
の
校
規
は
、
総
じ
て
、
学
生
の
便
益
の
た
め
に
で
は
な
し
に
、
教
師
の
利
益
の
た
め
、
も
っ
と

端
的
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
教
師
の
安
逸
の
た
め
に
な
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
ど
ん
な
場
合
に
も
教
師
の
権
威
を
維
持

し
、
そ
し
て
教
師
が
そ
の
義
務
を
怠
ろ
う
が
や
り
遂
げ
よ
う
が
、
学
生
の
側
は
ど
ん
な
場
合
に
も
、
教
師
が
あ
た
か
も
そ
の
義
務
を
最
大

の
勉
励
と
能
力
で
も
っ
て
や
っ
て
の
け
た
か
の
よ
う
に
、
教
師
に
対
し
て
振
る
舞
う
こ
と
を
強
い
る
こ
と
に
あ
る
（
21
）

」
と
。
大
学
の
教
師
も

並
の
人
間
で
あ
り
人
の
子
で
あ
る
。
世
間
に
お
け
る
人
間
一
般
の
労
働
観
を
も
っ
て
い
る
。
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
労
働
は
自
己
の
安
楽
を

犠
牲
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
労
働
の
成
果
と
し
て
の
報
酬
が
、
そ
の
過
程
で
努
力
や
勤
勉
と
何
ら
か
の
比
例
関
係
が
な

い
な
ら
ば
、
誰
で
も
そ
の
労
働
を
気
楽
に
や
ろ
う
と
す
る
。
独
占
が
成
立
し
、
自
由
競
争
が
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
必
ず
こ
の
弊
害

が
生
じ
る
。

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
場
合
と
異
っ
て
、
ス
ミ
ス
の
理
想
と
す
る
の
は
「
俸
給
が
教
師
の
報
酬
の
一
部
分
、
し
ば
し
ば
わ
ず
か
な
部
分

に
す
ぎ
ず
、
そ
の
大
半
は
、
彼
の
生
徒
の
謝
礼
金
あ
る
い
は
授
業
料
か
ら
出
て
い
る
（
22
）

」
大
学
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
が
学
び
教
鞭
を
執
っ
た
グ

ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
は
、
事
実
こ
う
し
た
制
度
を
採
っ
て
い
た
（
23
）

。
そ
こ
で
は
固
定
給
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
精
励
の
必
要
は

い
く
ら
か
少
な
く
な
る
が
、
全
く
無
く
な
る
の
で
は
な
く
、
教
師
に
と
っ
て
職
業
に
お
け
る
評
価
は
、
依
然
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
。
ス

ミ
ス
は
言
う
。「
教
師
の
職
業
上
の
評
価
は
、
彼
に
と
っ
て
、
な
お
い
く
ら
か
重
要
で
あ
り
、
彼
は
、
そ
の
授
業
を
受
け
た
人
々
の
愛
情
、

感
謝
、
そ
し
て
い
い
評
判
を
な
お
い
く
ら
か
は
気
に
す
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
好
意
的
な
感
情
を
得
る
に
は
、
教
師
が
そ
れ
に
相
応
し

く
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
有
能
に
、
一
生
懸
命
に
義
務
の
す
べ
て
を
果
す
こ
と
以
上
の
手
は
あ
り
そ
う
に
な
い
（
24
）

」
と
。
ス
ミ
ス
自
身
は

一
七
六
三
年
末
に
、
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
教
授
の
職
を
辞
し
た
と
き
、
学
生
へ
の
講
義
を
完
了
し
え
な
か
っ
た
の
で
、
授
業
料
の
一
部
を
学

生
た
ち
に
返
却
し
た
の
で
あ
る
（
25
）

。
こ
う
し
て
ス
ミ
ス
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
大
学
の
例
を
示
し
て
、
教
師
の
間
の
自
由
競
争
つ
ま
り
競
争

八
一
四



ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
（
山
口
）

（
一
三
三
一
）

原
理
の
導
入
が
、
彼
ら
の
質
的
向
上
と
職
務
へ
の
精
励
と
を
実
現
す
る
最
も
よ
い
方
法
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
自

由
競
争
と
は
具
体
的
に
は
、
ど
の
教
師
に
つ
く
か
学
生
の
自
由
な
選
択
に
任
せ
る
こ
と
、
教
師
の
収
入
を
こ
の
選
択
の
結
果
と
し
て
の
授

業
料
の
多
寡
に
依
存
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
（
26
）

。

だ
が
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
は
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
職
者
養
成
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
当
初
か
ら
自
由
競
争
は
排
除
さ
れ
、
教
会
権
力
に
と
っ
て
必
要
な
思
想
を
教
え
込
む
機
関
で
も
あ
っ
た
（
27
）

。
ス
ミ
ス
は
次
の
よ
う
に
言

及
す
る
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
今
の
大
学
は
、
そ
の
大
半
が
も
と
も
と
は
キ
リ
ス
ト
教
会
の
団
体
で
あ
っ
て
、
聖
職
者
教
育
の
た
め
に
設
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
大
学
は
、
法
王
の
権
威
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
、
完
全
に
法
王
の
直
接
の
保
護
の
も
と
に
あ
っ
た
か
ら
、

教
師
で
あ
れ
学
生
で
あ
れ
、
大
学
の
成
員
み
ん
な
が
、
そ
の
当
時
の
、
い
わ
ゆ
る
僧
侶
の
特
権
を
も
っ
て
い
た
く
ら
い
で
あ
る
。
…
…
こ

う
い
う
大
学
の
大
部
分
で
教
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
設
立
の
目
的
に
か
な
う
も
の
、
す
な
わ
ち
神
学
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
神
学
の
準
備

に
す
ぎ
ぬ
も
の
か
、
の
ど
ち
ら
か
で
あ
っ
た
（
28
）

」
と
。
こ
う
し
て
当
時
の
大
学
は
、
現
世
よ
り
も
来
世
に
重
点
を
置
く
神
学
中
心
の
学
問
体

系
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
か
ら
も
大
学
は
衰
退
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
代
え
て
ス
ミ
ス
は
、
自
己
の
理
想
と
す
る
あ
る
べ
き
学
問

体
系
を
提
示
す
る
。
次
に
そ
れ
を
見
よ
う
。

（
1
） John R
ae, op.cit, p.18.　

邦
訳
、
二
二
頁
。

（
2
） 

Ibid, p.18.　

邦
訳
、
二
二
頁
。

（
3
） 

Ｆ
・
Ｗ
・
ハ
ー
ス
ト
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
』（
遊
部
久
蔵
訳
）
弘
文
堂
、
昭
和
二
七
年
、
一
二
│
三
頁
。

（
4
） C

am
pbell &

 S
kinner, op.cit, p.24.　

邦
訳
、
二
一
頁
。

（
5
） 

Ibid, p.24.　

邦
訳
、
二
一
頁
。
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）

（
一
三
三
二
）

（
6
） A

dam
 S
m
ith, A

n
 In

qu
iry in

to th
e N

atu
re an

d
 C

au
ses of th

e W
ealth

 of N
ation

s, edited by R
.H
. C
am
pbell &

 A
.S
. S
kinner, 

G
lasgow

 edition, O
xford, 1976, V

ol.Ⅱ
 p.761.

（
以
下
、W

N

と
略
記
す
る
）
大
河
内
一
男
監
訳
『
国
富
論
』、
Ⅲ
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
六

年
、
一
一
四
頁
。（
以
下
、
邦
訳
と
略
記
す
る
）

（
7
） 

W
N
, Ⅱ
, p.772.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
三
〇
頁
。

（
8
） 

W
N
, Ⅱ
, p.772.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
三
〇
頁
。

（
9
） 

中
谷
武
雄
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
教
育
論
」『
社
会
科
学
論
集
』
第
四
一
号
、
高
知
短
期
大
学
、
一
三
五
頁
。

（
10
） 

W
N
, Ⅱ
, p.759.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
一
一
頁
。

（
11
） 

W
N
, Ⅱ
, pp.759-60.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
一
一
頁
。

（
12
） 

中
谷
武
雄
、
前
掲
論
文
、
一
三
五
頁
。

（
13
） 

W
N
, Ⅰ
, pp.136-7.　

邦
訳
、
Ⅰ
、
二
〇
〇
頁
。

（
14
） 

W
N
, Ⅱ
, p.780.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
四
〇
頁
。

（
15
） 

中
谷
武
雄
、
前
掲
論
文
、
一
三
二
頁
。

（
16
） 

W
N
, Ⅱ
, p.762.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
一
五
頁
。

（
17
） 

W
N
, Ⅱ
, p.760.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
一
一
│
二
頁
。

（
18
） 

W
N
, Ⅱ
, p.760.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
一
二
│
三
頁
。

（
19
） John R

ae, op.cit, p.21.　

邦
訳
、
二
六
頁
。

（
20
） 

ロ
ス
も
同
様
に
、
ス
ミ
ス
は
「
当
時
の
大
部
分
の
大
学
と
そ
こ
の
教
師
た
ち
が
陥
っ
た
堕
落
と
恥
辱
の
原
因
は
、
特
権
を
つ
う
じ
て
享
受
し
た

富
裕
で
あ
っ
た
」
と
考
え
て
い
た
、
と
述
べ
て
い
る
。（Ian S

im
pson R

oss, T
h

e L
ife of A

d
am

 S
m

ith, 1995, p.73.

）
Ｉ
・
Ｓ
・
ロ
ス
『
ア

ダ
ム
・
ス
ミ
ス
伝
』（
篠
原
久
・
只
腰
親
和
・
松
原
慶
子
訳
）、
シ
ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
・
フ
ェ
ア
ラ
ー
ク
東
京
、
二
〇
〇
〇
年
、
八
一
頁
。

（
21
） 

W
N
, Ⅱ
, p.764.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
一
八
│
九
頁
。

（
22
） 

W
N
, Ⅱ
, p.760.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
一
二
頁
。
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（
23
） 

坂
本
達
哉
「「
学
問
の
す
す
め
」
の
社
会
・
経
済
思
想
：
ス
ミ
ス
、
ミ
ル
、
福
沢
」（『
古
典
か
ら
読
み
解
く
経
済
思
想
史
』
経
済
学
史
学
会
他

編
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
二
年
、
所
収
）、
二
七
二
│
五
頁
を
参
照
。

（
24
） 

W
N
, Ⅱ
, p.760.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
一
二
頁
。

（
25
） C

am
pbell &

 S
kinner, op.cit, p.124.　

邦
訳
、
一
五
一
│
二
頁
。

（
26
） 

教
師
の
間
に
競
争
を
導
入
す
る
と
言
う
こ
と
は
、
独
占
が
存
在
し
な
い
生
産
分
野
で
の
生
産
者
と
同
じ
よ
う
に
、
自
己
の
労
働
の
生
産
物
の
質

に
よ
っ
て
価
格
と
買
い
手
を
決
定
し
て
い
く
と
い
う
市
場
原
理
を
適
応
す
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
教
師
は
講
義
と
い
う
自
分
の
労
働
の
生
産
物
を
、

生
徒
と
い
う
買
い
手
を
見
つ
け
販
売
す
る
。
自
己
の
労
働
の
報
酬
が
市
場
＝
競
争
原
理
で
決
定
さ
れ
る
と
言
う
こ
と
は
、
報
酬
は
販
売
量
に
比
例
す

る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
教
師
間
へ
の
競
争
制
の
導
入
と
い
う
の
は
、
彼
の
給
与
を
、
生
産
物
で
あ
る
講
義
の
購
買
料
で
あ
る
生
徒
の
授

業
料
で
賄
う
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。（
中
谷
武
雄
、
前
掲
論
文
、
一
三
五
頁
。）

（
27
） 

大
内
兵
衛
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
大
学
論
」（『
大
内
兵
衛
著
作
集
』
第
九
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
、
所
収
）
を
参
照
。

（
28
） 

W
N
, Ⅱ
, p.765.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
二
一
│
二
頁
。

四　

ス
ミ
ス
の
学
問
体
系

「
教
育
の
う
ち
、
普
通
、
大
学
で
教
え
ら
れ
て
い
る
部
分
は
、
あ
ま
り
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
（
1
）

」
と
主
張
す
る
ス
ミ
ス
は
、
大
学
に
お

け
る
学
問
の
歴
史
的
な
検
討
に
入
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
内
容
的
に
は
、
古
代
の
学
問
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
が
、
腐
敗
堕
落
さ
せ
て
い
く

過
程
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ス
ミ
ス
の
評
価
す
る
の
は
、
中
世
の
神
学
中
心
の
学
問
体
系
（
哲
学
体
系
）
で
は
な
く
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
学

問
体
系
（
哲
学
体
系
）
で
あ
っ
た
。
彼
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
学
問
体
系
と
比
較
す
る
中
で
、
中
世
キ
リ
ス
ト
教
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
問

体
系
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
（
2
）

。
ス
ミ
ス
は
言
う
。「
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
学
問
は
、
三
大
部
門
に
分
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
物
理
学
つ
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ま
り
自
然
哲
学
、
倫
理
学
つ
ま
り
道
徳
哲
学
、
そ
れ
に
論
理
学
で
あ
る
。
こ
の
大
分
類
は
、
事
物
の
本
性
と
完
全
に
合
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
（
3
）

」
と
。
し
か
し
時
が
経
つ
う
ち
に
、「
学
問
を
分
け
て
三
つ
の
部
門
に
す
る
と
い
う
こ
の
古
代
の
分
け
方
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
抵

の
大
学
で
は
、
変
更
さ
れ
て
五
部
門
に
な
っ
た
（
4
）

。」
そ
し
て
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
大
学
が
古
代
の
学
問
課
程
に
採
り
入
れ
た
変
更
は
、
ど

れ
も
が
聖
職
者
の
教
育
を
狙
っ
た
も
の
だ
っ
た
し
、
ま
た
学
問
を
神
学
研
究
の
も
っ
と
適
当
な
入
門
に
し
よ
う
と
狙
っ
た
も
の
だ
っ
た
（
5
）

。」

そ
の
結
果
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
殆
ん
ど
の
大
学
に
お
け
る
学
問
教
育
の
普
通
の
課
程
は
、
次
の
五
部
門
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
㈠
論
理

学
、
㈡
本
体
論
、
㈢
気
学
、
㈣
決
疑
論
と
禁
欲
道
徳
論
、
㈤
物
理
学
で
あ
る
（
6
）

。
五
部
門
に
変
更
し
た
こ
と
か
ら
必
然
的
に
、「
ほ
ん
の
わ

ず
か
し
か
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
霊
に
つ
い
て
の
学
説
が
、
実
に
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
の
で
き
る
肉
体
に
つ
い
て
の
学
説
と
同
じ
大
き
さ

の
場
を
、
哲
学
体
系
の
う
ち
に
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
（
7
）

。」
こ
う
し
て
「
ど
ん
な
に
周
到
な
注
意
を
も
っ
て
し
た
と
こ
ろ
で
、
曖
昧
な
こ

と
と
不
確
か
な
こ
と
以
外
に
は
、
何
一
つ
見
い
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
し
た
が
っ
て
煩
瑣
な
区
別
立
て
と
詭
弁
の
ほ
か
、
何
も
生
み
出

す
こ
と
の
で
き
な
い
〔
霊
に
つ
い
て
の
〕
主
題
が
盛
ん
に
学
習
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
8
）

。」
そ
の
結
果
、
徳
を
現
世
の
幸
福
の
手
段
と
み
な
す

古
代
の
道
徳
哲
学
、
真
偽
を
確
証
す
る
た
め
の
論
理
学
、
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
物
理
学
・
科
学
的
対
象
で
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
、
す
な
わ
ち

「
実
験
と
観
察
に
相
応
し
い
主
題
」
と
「
周
到
な
注
意
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
非
常
に
有
用
な
発
見
も
で
き
る
〔
肉
体
に
つ
い
て
の
〕
主
題
（
9
）

」、

こ
れ
ら
の
も
の
は
大
学
で
は
教
え
ら
れ
ず
、
な
お
ざ
り
に
さ
れ
た
。
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
当
時
の
学
問
体
系
で
は
、
一
切
の
学
問
は

「
神
学
に
従
属
す
る
も
の
（
10
）

」
と
し
て
し
か
教
え
ら
れ
ず
、
そ
れ
は
神
中
心
・
教
会
中
心
の
中
世
封
建
社
会
の
学
問
体
系
に
相
応
し
い
も
の

で
あ
っ
た
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
市
民
社
会
と
市
民
の
学
問
・
思
想
体
系
に
は
相
応
し
く
は
な
か
っ
た
。

人
間
の
解
放
を
求
め
る
ル
ネ
サ
ン
ス
の
思
想
が
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
文
化
や
芸
術
に
そ
の
模
範
を
求
め
た
よ
う
に
、
彼
が
ま
ず
、
古
代

ギ
リ
シ
ャ
の
学
問
体
系
に
自
己
の
学
問
や
哲
学
の
拠
り
所
を
見
い
出
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
ま
た
、
グ
ラ
ス
ゴ
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ウ
大
学
に
お
け
る
道
徳
哲
学
講
座
の
初
代
担
当
教
授
カ
ー
マ
イ
ケ
ル
以
来
の
伝
統
で
も
あ
り
、
と
り
わ
け
ス
ミ
ス
の
恩
師
で
あ
り
、
グ
ラ

ス
ゴ
ウ
大
学
の
新
し
い
光
、
導
き
の
星
で
あ
っ
た
、
前
出
の
ハ
チ
ス
ン
の
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
ベ
ル

と
ス
キ
ナ
ー
は
、
ス
ミ
ス
の
古
代
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
へ
の
関
心
は
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
で
学
ん
で
い
た
頃
に
、
そ
の
萌
芽
が
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
と
い
う
状
況
に
お
い
て
明
ら
か
に
重
要
な
一
人
物
で
あ
っ
た
ハ
チ
ス
ン
は
、
古
典
哲
学
と
り

わ
け
ス
ト
ア
哲
学
へ
の
興
味
の
源
と
し
て
、
ス
ミ
ス
に
深
い
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
（
11
）

」
と
。
次
の
文
章
に
は
、
反
中
世
的
・
現
世

主
義
的
・
人
間
中
心
主
義
的
な
ス
ミ
ス
の
道
徳
哲
学
思
想
が
、
極
め
て
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

「
個
人
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
、
国
家
の
、
さ
ら
に
は
人
類
と
い
う
一
大
社
会
の
一
員
と
し
て
み
る
場
合
に
、
人
間
の
幸
福
と

完
成
と
は
そ
も
そ
も
何
か
と
言
う
こ
と
が
、
古
代
の
道
徳
哲
学
の
探
究
し
よ
う
と
企
て
た
目
標
で
あ
っ
た
。
そ
の
哲
学
で
は
、
人
生
の
義

務
は
、
人
生
の
幸
福
と
完
成
の
単
な
る
手
段
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
自
然
哲
学
ば
か
り
か
道
徳
哲
学
も
神
学
に
従
属
す
る

も
の
と
し
て
し
か
教
え
ら
れ
な
く
な
る
と
、
人
生
の
義
務
は
、
主
と
し
て
来
世
の
幸
福
の
単
な
る
手
段
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

古
代
の
哲
学
は
、
徳
の
完
成
は
そ
れ
を
身
に
つ
け
た
人
に
現
世
に
お
い
て
最
も
完
全
な
幸
福
を
必
然
的
に
も
た
ら
す
も
の
だ
、
と
主
張
し

た
。
近
代
の
哲
学
は
、
徳
の
完
成
は
だ
い
た
い
、
い
や
む
し
ろ
殆
ん
ど
い
つ
で
も
、
た
と
え
そ
れ
が
ど
ん
な
に
さ
さ
や
か
な
も
の
で
あ
っ

て
も
、
現
世
の
幸
福
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
だ
と
主
張
し
た
の
で
あ
っ
て
、
天
国
は
懺
悔
と
禁
欲
、
修
道
院
の
耐
乏
と
神
に
対
す
る
卑
下

に
よ
っ
て
の
み
、
勝
ち
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
自
由
で
寛
大
な
、
活
力
に
満
ち
た
行
動
に
よ
っ
て
で
は
な
か
っ
た
（
12
）

。」

引
用
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
の
い
う
道
徳
哲
学
は
、
人
間
の
、
個
人
と
し
て
、
家
族
・
国
家
・
人
類
の
一
員
と
し
て
の
、
幸

福
を
探
究
す
る
学
問
で
あ
っ
て
、
来
世
の
た
め
に
現
世
の
幸
福
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
（
13
）

。
そ
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
こ
う
い
う

道
徳
哲
学
を
含
む
古
代
の
学
問
を
教
え
る
学
校
は
、
そ
の
教
育
に
つ
い
て
国
家
の
保
護
が
な
か
っ
た
の
に
発
展
し
、
そ
の
上
学
問
の
進
歩

八
一
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も
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
は
「
文
明
が
進
ん
で
哲
学
や
修
辞
学
が
流
行
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
流
行
の
学
問
を
教
え
て
も
ら
う

の
が
普
通
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
こ
れ
ら
の
学
校
は
、
何
ん
ら
国
家
の
援
助
を
受
け
な
か
っ
た
の
み
か
、
た
だ
久
し
く
黙
認
さ
れ
て
い

た
だ
け
で
あ
っ
た
（
14
）

」
と
述
べ
て
い
る
。
だ
が
近
代
に
お
け
る
学
問
の
進
歩
は
、
国
家
の
保
護
下
に
あ
っ
て
神
学
中
心
の
学
問
体
系
を
教
え

る
大
学
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
と
く
に
特
権
を
も
つ
富
裕
大
学
は
保
守
的
で
学
問
的
停
滞
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
他
方
、

貧
乏
な
大
学
で
は
教
師
た
ち
の
生
活
の
大
き
な
部
分
が
、
自
ら
の
評
判
に
か
か
っ
て
い
る
か
ら
、
世
界
の
最
近
の
諸
見
解
に
注
意
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、
し
た
が
っ
て
学
問
の
進
歩
に
遅
れ
る
こ
と
も
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
15
）

。
ス
ミ
ス
自
身
は
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

「
総
じ
て
、
最
も
裕
福
で
、
最
も
寄
付
財
産
の
多
い
大
学
が
、
こ
う
し
た
学
問
上
の
進
歩
を
採
り
入
れ
る
の
に
最
も
遅
く
、
ま
た
既
定
の

教
育
計
画
に
何
ら
か
の
重
大
な
変
更
を
認
め
る
の
を
、
最
も
い
や
が
っ
た
。
こ
れ
ら
の
進
歩
は
、
比
較
的
貧
乏
な
諸
大
学
の
い
く
つ
か
で
、

最
も
す
ん
な
り
と
導
入
さ
れ
た
。
そ
れ
と
言
う
の
も
、
こ
う
し
た
大
学
だ
と
、
教
師
は
そ
の
生
計
費
の
大
部
分
を
自
分
の
評
判
に
依
存
し

て
い
る
も
の
だ
か
ら
、
世
間
で
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
諸
見
解
に
、
一
層
の
注
意
を
払
わ
ぬ
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
16
）

。」

こ
れ
ま
で
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を
代
表
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
が
古
い
封
建
的
体
質
を
も
ち
、
神
学
中
心
の
学
問
体
系
や
旧
態

依
然
と
し
た
大
学
制
度
の
実
情
、
且
つ
そ
れ
か
ら
必
然
的
に
生
じ
て
く
る
学
問
的
沈
滞
、
そ
し
て
こ
れ
ら
に
対
す
る
ス
ミ
ス
の
批
判
や
古

代
の
道
徳
哲
学
に
基
づ
い
た
ス
ミ
ス
の
学
問
体
系
を
論
じ
て
き
た
。

次
に
、
将
来
に
向
け
て
の
彼
の
理
想
と
す
る
大
学
教
育
論
と
も
言
う
べ
き
見
解
に
つ
い
て
、
検
討
し
よ
う
。
産
業
革
命
の
本
格
的
な
開

始
を
前
に
し
て
、
今
後
、
全
面
的
に
開
花
す
る
で
あ
ろ
う
新
し
い
社
会
（
市
民
社
会
）
と
の
か
か
わ
り
を
視
野
に
入
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
改
革
案
を
提
示
し
て
い
る
。

八
二
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（
1
） 

W
N
, Ⅱ
, p.765.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
二
〇
頁
。

（
2
） 

野
沢
敏
治
「
ス
ミ
ス
に
お
け
る
教
育
と
学
問
」、
下
、『
経
済
科
学
』
Ｘ
Ｘ
Ｉ
Ｖ
│
一
、
名
古
屋
大
学
経
済
学
部
、
一
三
〇
頁
。

（
3
） 

W
N
, Ⅱ
, p.766.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
二
四
頁
。

（
4
） 

W
N
, Ⅱ
, p.770.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
二
七
頁
。

（
5
） 

W
N
, Ⅱ
, p.772.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
二
九
│
三
〇
頁
。

（
6
） 

W
N
, Ⅱ
, p.772.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
二
九
頁
。

（
7
） 

W
N
, Ⅱ
, p.770.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
二
七
頁
。

（
8
） 

W
N
, Ⅱ
, p.771.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
二
八
頁
。

（
9
） 

W
N
, Ⅱ
, p.771.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
二
八
頁
。

（
10
） 

W
N
, Ⅱ
, p.770.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
二
七
頁
。

（
11
） C

am
pbell &

 S
kinner, op.cit, p.21.　

邦
訳
、
一
八
頁
。

（
12
） 

W
N
, Ⅱ
, p.771.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
二
八
│
九
頁
。

（
13
） 

水
田
洋
「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
教
育
論
を
中
心
に
」『
一
橋
論
叢
』
第
三
九
巻
第
四
号
、
三
六
二
頁
。

（
14
） 

W
N
, Ⅱ
, p.777.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
三
六
頁
。

（
15
） 

た
と
え
ば
、
ロ
ッ
ク
と
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
新
し
い
哲
学
と
科
学
を
教
育
し
よ
う
と
い
う
強
い
関
心
が
、
ベ
リ
オ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
で
は
欠
如
し
て
い

た
が
、
そ
れ
ら
の
哲
学
と
科
学
は
、
当
代
社
会
の
関
心
や
必
要
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
の
よ
う
な
貧
し
い
大
学
で
は
教
え

ら
れ
て
い
た
と
言
う
。（R

oss, op.cit, p.73.　

邦
訳
、
八
一
頁
。）

（
16
） 

W
N
, Ⅱ
, pp.772-3.　

邦
訳
、
一
三
〇
│
一
頁
。
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五　

大
学
と
社
会

ス
ミ
ス
の
活
躍
し
た
一
八
世
紀
は
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
世
俗
化
、
大
衆
化
さ
れ
て
経
済
的
な
目
で
眺
め
ら
れ
だ
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

教
会
の
指
導
力
が
衰
え
つ
つ
あ
り
、
国
家
の
経
済
活
動
へ
の
指
導
が
主
流
に
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
世
俗
的
欲
望
を
も
っ

て
暮
ら
す
市
民
の
力
が
無
視
で
き
な
く
な
っ
た
時
代
で
も
あ
る
。
貴
族
階
級
、
地
主
階
級
の
旧
支
配
階
級
が
、
次
第
に
社
会
的
影
響
力
を

失
い
つ
つ
、
代
っ
て
市
民
階
級
が
勃
興
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
一
八
世
紀
は
、
市
民
の
生
活
と
経
済
力
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
時

代
、
す
な
わ
ち
近
代
市
民
社
会
の
成
立
を
み
た
時
代
な
の
で
あ
る
（
1
）

。
こ
う
し
た
時
代
、
ス
ミ
ス
は
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
大
学
、
お
よ

び
国
家
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
特
権
を
も
つ
富
裕
大
学
、
典
型
的
に
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
よ
う
な
中
世
の
神
学
中
心
の
色
彩
の

強
い
大
学
に
偏
狭
的
な
排
他
的
・
ギ
ル
ド
的
精
神
を
見
い
出
し
、
学
問
生
産
に
無
縁
と
考
え
ら
れ
て
い
た
市
民
社
会
の
原
理

0

0

0

0

0

0

0

を
大
学
に
浸

透
さ
せ
よ
う
と
奮
闘
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
言
う
市
民
社
会
の
原
理
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
先
に
述
べ
た
レ
ッ
セ
・

フ
ェ
ー
ル
原
理
に
基
づ
く
競
争
を
促
す
制
度
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
学
問
的
沈
滞
と
腐
敗
に
陥
っ
て
い
る
大
学
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、

ス
ミ
ス
は
教
師
の
間
に
自
由
競
争
を
促
す
制
度
を
採
り
入
れ
、
さ
ら
に
職
業
倫
理
の
エ
ー
ト
ス
を
教
師
間
に
浸
透
さ
せ
よ
う
と
奮
闘
し
た

の
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
は
知
的
活
動
を
営
利
活
動
と
同
じ
く
利
害
計
算
と
禁
欲
の
世
界
か
ら
描
き
、
学
問
生
産
を
一
つ
の
世
俗
的
な
職
業
と
み
な
す
。

し
た
が
っ
て
教
師
も
、
成
功
と
名
声
と
昇
進
を
求
め
る
世
俗
的
欲
望
に
よ
っ
て
学
問
業
績
と
教
育
実
績
を
果
た
し
て
い
く
社
会
に
お
け
る

一
人
の
勤
労
者
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
前
に
も
触
れ
た
が
、
次
の
ス
ミ
ス
の
文
章
に
明
確
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

「
ど
ん
な
職
業
で
も
、
そ
れ
を
や
っ
て
い
る
大
半
の
人
々
の
場
合
に
は
、
努
力
せ
ざ
る
を
得
な
い
必
要
に
比
例
し
て
努
力
す
る
の
が
常

八
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で
あ
る
。
こ
の
必
要
は
、
財
産
を
つ
く
る
に
も
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
日
々
の
収
入
や
暮
し
の
糧
を
得
る
に
も
、
彼
ら
の
職
業
の
報
酬
だ
け

を
財
源
と
す
る
人
々
の
場
合
に
最
大
で
あ
る
。
財
産
を
つ
く
る
た
め
、
い
や
、
暮
し
の
糧
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
さ
え
、
彼
ら
は
、
一
年

の
う
ち
に
、
一
定
の
価
値
総
額
に
な
る
よ
う
に
、
あ
る
分
量
の
仕
事
を
仕
上
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
…
…
い
く
つ
か
の
特
殊
な
職
業
で

は
、
う
ま
く
ゆ
け
ば
獲
物
が
大
き
い
と
い
う
の
で
、
時
に
は
、
並
み
外
れ
た
闘
志
と
野
心
を
も
っ
た
少
数
の
人
た
ち
の
頑
張
り
を
か
き
立

て
る
こ
と
も
、
む
ろ
ん
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
最
大
限
の
努
力
を
ひ
き
起
こ
す
た
め
に
は
大
目
標
が
必
要
だ
、
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
対
抗
と
競
争
は
、
卑
し
い
職
業
に
お
い
て
さ
え
、
他
に
抜
き
ん
出
る
こ
と
を
野
心
の
目
標
た
ら
し

め
、
し
ば
し
ば
、
最
大
限
の
努
力
を
ひ
き
起
す
。
こ
れ
に
反
し
て
、
大
目
標
と
い
う
も
の
は
、
た
だ
大
き
い
と
言
う
だ
け
で
、
そ
れ
に

向
っ
て
精
を
出
す
必
要
が
な
け
れ
ば
、
め
っ
た
に
大
き
な
努
力
を
か
き
立
て
る
力
は
も
た
な
い
も
の
で
あ
る
（
2
）

。」

こ
の
引
用
文
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
が
醒
め
た
目
で
市
民
の
集
合
体
で
あ
る
市
民
社
会
を
見
つ
め
、
そ
の
社
会
で
の
人
間
を
利

己
心
に
基
づ
い
て
敏
感
に
動
く
市
民
と
し
て
把
握
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
の
視
野
に
あ
る
の
は
、「
対
抗
と
競
争
」
を
直
接
の

目
的
と
し
て
い
る
「
普
通
の
資
質
を
も
っ
た
大
部
分
の
人
々
」
で
あ
っ
て
、
決
し
て
「
並
み
外
れ
た
闘
志
と
野
心
」
を
も
っ
て
大
き
な
目

的
に
挑
む
特
異
な
人
間
で
は
な
か
っ
た
。「
他
に
抜
き
ん
出
る
こ
と
を
野
心
の
目
標
と
し
て
い
る
ご
く
普
通
の
平
凡
な
人
間
」、
換
言
す
れ

ば
常
に
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、
は
た
の
目
を
気
に
し
、
他
人
の
評
判
を
得
て
尊
敬
を
受
け
、
他
人
に
多
少
の
差
を
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い

る
平
凡
な
並
の
人
間
に
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
（
3
）

。
個
人
の
特
殊
な
目
的
の
追
求
で
は
な
く
、
人
々
の
利
己
心
に
基
づ
き
財
産
と
地
位
と
い

う
社
会
的
必
要
性
に
よ
っ
て
労
働
が
な
さ
れ
る
市
民
社
会
、
そ
の
社
会
に
お
け
る
社
会
的
評
価
の
立
場
か
ら
学
問
内
容
を
問
い
直
す
た
め

に
、
ス
ミ
ス
は
常
に
社
会
的
必
要
性
の
世
界
を
登
場
さ
せ
る
（
4
）

。

ス
ミ
ス
の
市
民
社
会
は
、
特
権
と
か
権
威
の
有
無
や
所
属
に
よ
る
価
値
評
価
に
関
係
な
く
、
現
実
の
研
究
成
果
や
客
観
的
結
果
、
第
三

八
二
三



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
三
四
〇
）

者
評
価
に
よ
っ
て
社
会
・
他
人
に
有
用
と
実
証
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
の
個
人
的
実
力
、
そ
れ
を
評
価
す
る
人
々
の
集
合
で
あ
る
（
5
）

。
肩
書
や
ブ

ラ
ン
ド
と
い
っ
た
表
面
的
・
形
式
的
な
も
の
で
は
な
く
、
実
力
・
実
利
が
も
の
0

0

を
い
う
社
会
、
そ
れ
が
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
の
市
民
社
会
な

の
で
あ
る
。
大
学
も
、
こ
う
し
た
市
民
社
会
の
原
理
が
通
用
す
る
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
学
生
の
集
ま
る
場
所
と
し
て
の
大

学
は
、
そ
の
特
権
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
価
値
に
依
存
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
大
学
の
教
育
能
力
と
教
育
に
あ
た
っ
て
の
熱
意

に
依
存
す
べ
き
で
あ
る
（
6
）

。」
こ
れ
が
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
、
大
学
の
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
っ
た
。

俸
給
に
関
し
て
言
え
ば
、
寄
付
財
産
の
多
い
特
権
的
な
富
裕
大
学
に
あ
っ
て
は
、
莫
大
な
固
定
給
与
が
腐
敗
と
堕
落
の
原
因
に
な
る
し
、

さ
ら
に
教
師
個
人
の
経
済
的
利
益
は
、
社
会
的
需
要
の
あ
る
学
問
的
分
業
の
組
み
換
え
、
つ
ま
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
変
更
に
は
つ
な
が
ら

ず
、
そ
こ
は
キ
リ
ス
ト
教
中
心
の
中
世
的
学
問
体
系
の
逃
げ
場
と
化
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ス
ミ
ス
は
認
識
し
て
い
た
。
ス
ミ
ス

の
理
想
と
す
る
の
は
、
前
述
し
た
「
俸
給
が
教
師
の
報
酬
の
一
部
分
、
し
ば
し
ば
わ
ず
か
な
部
分
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
大
半
は
、
彼
の
生
徒

の
謝
礼
金
あ
る
い
は
授
業
料
か
ら
出
て
い
る
」
大
学
で
あ
っ
た
。
も
し
教
師
の
俸
給
を
学
生
か
ら
直
接
受
け
取
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
教
師

は
実
り
あ
る
講
義
を
す
る
た
め
に
、
多
少
と
も
骨
を
折
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
教
師
が
怠
慢
で
無
能
な

ら
ば
、
学
生
の
意
志
で
教
師
を
取
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。
つ
ま
り
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
大
学
は
学
問
生
産
の
場
で
あ
り
、
本

当
に
優
れ
た
学
問
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
需
要
す
る
側
、
い
わ
ば
消
費
者
＝
学
生
の
選
択
の
自
由
が
保
証
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

ま
た
ス
ミ
ス
は
、
大
学
を
腐
敗
さ
せ
た
大
学
特
有
の
人
為
的
諸
制
度
を
検
討
し
、
こ
れ
ら
の
廃
止
を
訴
え
る
。
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、

特
定
指
導
教
師
を
割
当
て
た
り
、
受
講
科
目
を
指
定
し
た
り
、
講
義
へ
の
出
席
を
強
制
し
た
り
す
る
、
こ
れ
ら
の
人
為
的
諸
制
度
は
、
教

師
の
価
値
と
名
声
と
は
無
関
係
に
、
い
わ
ば
売
手
独
占
の
立
場
に
た
ち
、
学
生
の
自
発
的
な
知
的
欲
求
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
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ミ
ス
は
こ
う
し
た
諸
制
度
を
廃
止
し
て
、
学
生
た
ち
が
自
由
に
選
べ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
的
視
点
を
要
求

す
る
の
で
あ
る
。
大
学
を
学
問
生
産
の
場
と
見
て
、
消
費
者
＝
学
生
の
選
択
の
自
由
こ
そ
が
、
正
常
な
学
問
生
産
を
保
証
す
る
唯
一
の
道

で
あ
る
と
す
る
ス
ミ
ス
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
当
時
の
聖
職
者
養
成
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
、
特
権
的
な
富
裕
大
学
は
、
消
費
者
＝
学
生
の

利
益
を
無
視
し
た
生
産
者
独
占
の
重
商
主
義
的
大
学
と
映
っ
た
の
で
あ
る
（
7
）

。

更
に
教
師
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ス
ミ
ス
は
特
権
的
富
裕
大
学
の
「
公
職
に
あ
る
教
師
」
よ
り
も
「
私
教
師
」
の
ほ
う
を
、
啓
発
的
教
育

を
な
す
真
の
教
師
と
学
問
生
産
の
担
い
手
と
し
て
高
く
評
価
す
る
（
8
）

。「
公
職
に
あ
る
教
師
」
は
、
特
権
に
守
ら
れ
な
が
ら
俸
給
を
も
ら
っ
て

堕
落
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
的
地
位
は
高
い
。
こ
れ
に
反
し
て
「
私
教
師
」
は
、「
国
か
ら
少
な
か
ら
ぬ
奨
励
金
を
も
ら
っ

て
商
売
し
て
い
る
商
人
た
ち
と
競
争
し
よ
う
と
し
て
い
る
奨
励
金
な
し
の
商
人
（
9
）

」
の
よ
う
な
不
利
な
立
場
に
あ
り
、
収
入
は
少
な
い
。
ま

た
「
私
教
師
」
に
は
、
学
位
授
与
特
権
が
な
い
か
ら
、
学
位
を
必
要
と
す
る
職
業
に
就
こ
う
と
す
る
学
生
は
彼
の
も
と
に
集
ま
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
特
権
を
も
た
な
い
「
私
教
師
」
は
、
有
能
で
実
力
が
あ
っ
て
も
、
社
会
か
ら
「
学
者
の
な
か
の
最
下
層
に
あ
る
も
の
（
10
）

」
と
考

え
ら
れ
、
社
会
的
評
価
か
ら
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
教
師
は
「
公
職
に
あ
る
教
師
」
よ
り
も
「
私
教

師
」
の
ほ
う
が
勤
勉
だ
し
、
教
育
熱
心
且
つ
学
問
研
究
に
意
欲
的
だ
と
考
え
て
い
る
。
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
社
会
に
つ
な
が
る
真
の
大
学
と

は
、
教
師
の
収
入
の
大
部
分
を
学
生
が
払
う
授
業
料
や
謝
礼
金
な
ど
か
ら
の
当
然
の
収
入
に
た
よ
る
地
方
の
貧
乏
大
学
で
あ
り
、
学
位
授

与
の
特
権
を
も
た
な
い
「
私
教
師
」
の
と
こ
ろ
、
こ
こ
に
お
い
て
教
師
の
義
務
は
勤
勉
に
な
さ
れ
、
社
会
に
と
っ
て
必
要
な
学
問
が
生
産

さ
れ
る
。

教
師
た
ち
が
、
ど
の
位
精
を
出
す
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
か
は
、
大
学
の
制
度
い
か
ん
に
対
応
し
て
い
る
。
教
師
の
価
値
を
映
し
だ
す

鏡
は
、「
講
義
を
さ
ぼ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
出
席
し
て
も
、
恐
ら
く
は
一
見
明
白
な
無
視
、
軽
蔑
、
嘲
弄
の
色
を
示
し
て
講
義
を
聞
い
て

八
二
五



政
経
研
究　

第
五
十
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）

（
一
三
四
二
）

い
る
（
11
）

」
大
多
数
の
学
生
な
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
中
世
的
学
問
に
は
目
も
く
れ
ず
、
ひ
た
す
ら
近
代
的
学
問
を
習
得
し
よ
う
と
し
、
卒
業

後
は
社
会
的
に
有
用
な
世
間
の
実
務
に
就
い
た
り
、
社
会
的
に
重
要
な
ポ
ス
ト
に
就
い
た
り
す
る
学
生
な
の
で
あ
る
。
産
業
革
命
に
突
入

し
よ
う
と
す
る
時
代
に
お
い
て
、
古
い
体
制
側
の
特
権
を
も
っ
た
富
裕
大
学
か
ら
の
圧
力
に
も
屈
す
る
こ
と
な
く
、
未
だ
全
面
開
花
し
て

い
な
い
が
、
歴
史
的
に
生
成
し
つ
つ
あ
る
市
民
社
会
の
要
求
に
全
力
投
球
で
全
身
の
力
を
込
め
て
答
え
る
人
、
こ
う
い
う
人
物
こ
そ
が
ス

ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
真
の
教
師
で
あ
り
学
問
生
産
の
担
い
手
と
し
て
相
応
し
い
の
で
あ
る
。
自
由
と
平
等
で
ひ
ら
0

0

の
個
人
の
集
合
体
で
あ

る
市
民
社
会
、
そ
こ
で
は
競
争
に
よ
っ
て
成
功
と
名
声
と
昇
進
を
求
め
る
世
俗
的
欲
望
が
渦
巻
く
。
そ
の
市
民
社
会
に
お
い
て
問
わ
れ
る

こ
と
は
、
学
位
称
号
の
有
無
や
ど
こ
の
名
門
大
学
に
所
属
し
て
い
る
か
と
言
う
こ
と
で
は
な
く
、
勤
勉
と
実
力
の
有
無
で
あ
り
、
社
会
の

た
め
に
実
際
、
何
を
生
み
出
し
何
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
か
で
あ
る
。

（
1
） 

小
林
章
夫
・
齊
藤
貴
子
『
諷
刺
画
で
読
む
十
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
：
ホ
ガ
ー
ス
と
そ
の
時
代
』
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
一
年
、
六
三
頁
。

（
2
） 

W
N
, Ⅱ
, pp.759-60.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
一
一
頁
。

（
3
） 

内
田
義
彦
、
前
掲
書
、
一
〇
九
頁
。

（
4
） 

野
沢
敏
治
、
前
掲
論
文
、
一
二
八
頁
。

（
5
） 

同
論
文
、
一
三
四
頁
。

（
6
） John R
ae, op.cit, p.277.　

邦
訳
、
三
四
五
頁
。

（
7
） 

内
田
義
彦
、
前
掲
書
、
一
〇
二
頁
。

（
8
） 
W

N
, Ⅱ
, p.780.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
四
〇
頁
。

（
9
） 

W
N
, Ⅱ
, p.780.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
四
〇
頁
。

（
10
） 

W
N
, Ⅱ
, p.780.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
四
〇
頁
。
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（
11
） 

W
N
, Ⅱ
, p.763.　

邦
訳
、
Ⅲ
、
一
一
八
頁
。

六　

む
す
び
に
か
え
て

既
述
の
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
が
入
学
し
た
頃
の
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
は
宗
教
的
偏
見
か
ら
は
比
較
的
自
由
で
、
活
気
に
満
ち
て
い
た
。
そ
れ

は
一
七
〇
七
年
の
合
邦
以
来
、
次
第
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
急
激
な
経
済
発
展
と
、
そ
れ
に
伴
う
文
化
運
動
高
揚
の
手
掛
か
り
を
つ
か
み

つ
つ
あ
る
時
代
を
反
映
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
頃
既
に
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
に
は
、
学
問
研
究
の
分
野
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
た

教
師
が
何
人
か
い
た
。
し
か
し
ス
ミ
ス
に
最
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
新
思
想
の
指
導
者
ハ
チ
ス
ン
で
あ
っ
た
。
ハ
チ

ス
ン
は
当
時
の
神
こ
そ
神
聖
で
最
善
の
も
の
と
言
う
考
え
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
見
解
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
ハ
チ
ス
ン
に
あ
っ
て

は
、
神
学
こ
そ
学
問
だ
と
す
る
考
え
は
宗
教
的
偏
見
で
あ
っ
た
。
本
来
、
人
間
に
と
っ
て
学
問
も
思
想
も
自
由
で
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ

て
、
個
人
の
良
心
を
越
え
る
神
の
存
在
を
盲
目
的
に
信
じ
る
こ
と
こ
そ
誤
り
だ
と
し
て
、
当
時
宗
教
的
な
抑
圧
の
強
か
っ
た
時
代
に
、
大

胆
に
宗
教
的
・
政
治
的
自
由
の
諸
原
理
を
称
賛
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
進
取
の
気
性
を
も
っ
た
学
生
た
ち
に
深
い
感
銘
を

与
え
た
こ
と
は
記
憶
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
て
ス
ミ
ス
は
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
大
学
で
学
ん
だ
後
、
ス
ネ
ル
奨
学
金
を
得
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ベ
リ
オ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
に
留
学
し

た
（
1
）

。
し
か
し
肝
心
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
学
問
的
雰
囲
気
は
、
ス
ミ
ス
に
と
っ
て
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
沈
滞
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
こ
は
ま
た
、
目
に
余
る
ほ
ど
の
腐
敗
と
堕
落
が
蔓
延
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
な
っ
た
原
因
と
し
て
ス
ミ
ス
は
、
主
に
次
の

三
つ
を
挙
げ
た
。
す
な
わ
ち
、
㈠
国
家
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
排
他
的
な
独
占
団
体
と
い
う
大
学
の
性
格
、
㈡
寄
付
財
産
が
莫
大
で
あ
り
、
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教
師
た
ち
は
、
ど
ん
な
無
能
で
も
決
ま
っ
た
俸
給
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
、
㈢
学
生
の
利
益
で
な
く
、
教
師
の
利
益
と
安

逸
の
た
め
に
で
き
て
い
る
大
学
の
規
律
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
打
破
し
、
正
常
な
本
来
の
大
学
を
取
り
戻
す
に
は
、
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
的
な
視
点
か
ら
の
自
由
競
争
を
導
入
す

る
こ
と
が
必
要
だ
、
と
ス
ミ
ス
は
痛
感
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
教
師
間
に
職
業
倫
理
の
エ
ー
ト
ス
も
生
ま
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。

自
由
競
争
が
作
用
す
れ
ば
、
世
間
で
需
要
が
あ
り
人
気
の
あ
る
教
師
、
科
目
や
大
学
は
繁
栄
し
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
廃
れ
て
い
く
。
自

然
淘
汰
に
任
せ
て
お
け
ば
、
必
要
な
も
の
だ
け
が
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
不
必
要
な
も
の
が
は
び
こ
る
心
配
は
な
く
な
る
。
余
分
な

経
費
を
支
出
す
る
危
険
性
も
減
少
す
る
。
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
の
側
面
か
ら
す
る
、
ス
ミ
ス
に
よ
る
教
育
分
野
へ
の
競
争
原
理
導
入
の
主

張
は
、
こ
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
で
あ
ろ
う
（
2
）

。

そ
も
そ
も
ス
ミ
ス
に
あ
っ
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
産
業
革
命
が
こ
れ
か
ら
本
格
化
し
よ
う
と
す
る
時
期
を
迎
え
る
に
当
っ
て
、
目
の
前
に

歴
史
的
に
生
成
し
つ
つ
あ
る
市
民
社
会
の
存
在
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
自
由
な
競
争
に
よ
っ
て
、
成
功
と
名
声
と
昇
進
を
求
め
る
世
俗
的

欲
望
が
渦
巻
く
。
大
学
に
あ
っ
て
も
同
じ
く
、
自
由
競
争
の
原
理
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
育
と
学
問
を
特
権
的
富
裕
大
学
＝
重

商
主
義
的
大
学
の
生
産
者
独
占
か
ら
引
き
離
し
、
消
費
者
＝
学
生
と
地
方
の
貧
乏
大
学
の
教
師
と
特
権
を
も
た
な
い
私
教
師
に
解
放
し
よ

う
と
ス
ミ
ス
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
ス
ミ
ス
は
、
古
い
学
問
体
系
と
教
育
体
制
と
格
闘
し
重
商
主
義
的
大
学
超
克
に
渾
身
の
力

を
ふ
り
し
ぼ
り
、
代
わ
っ
て
学
問
生
産
に
は
無
縁
と
考
え
ら
れ
て
い
た
市
民
社
会
の
自
由
競
争
原
理
と
職
業
倫
理
の
エ
ー
ト
ス
を
大
学
に

浸
透
さ
せ
よ
う
と
骨
を
折
っ
た
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
体
制
側
の
特
権
的
富
裕
大
学
と
違
っ
て
何
の
特
権
も
な
い
ひ
ら
0

0

の
、
い
わ
ば
市
民
社
会
的
大
学
同
士
が
お
互
い
に
自
由

に
競
争
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
の
た
め
の
学
問
生
産
を
押
し
進
め
、
社
会
の
利
益
と
人
々
の
幸
福
に
貢
献
す
る
。
教
師
も
成
功
と

八
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名
声
と
昇
進
を
求
め
る
世
俗
的
欲
望
に
よ
っ
て
学
問
的
業
績
と
教
育
実
績
を
果
た
し
て
い
く
、
そ
れ
が
「
見
え
ざ
る
手
」
に
よ
っ
て
大
学

の
学
問
の
進
歩
と
社
会
の
福
祉
向
上
に
つ
な
が
る
、
そ
う
い
う
社
会
に
結
び
付
い
た
大
学
づ
く
り
の
た
め
に
ス
ミ
ス
は
自
ら
の
理
想
と
す

る
改
革
案
を
提
示
し
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

（
1
） 

浜
林
正
夫
・
鈴
木
亮
、
前
掲
書
、
三
一
頁
。

（
2
） 

中
谷
武
雄
、
前
掲
論
文
、
一
四
〇
頁
。

八
二
九




